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〔抄 録〕
明治5年 の学制頒布によりわが国に一大教育改革が実施された。以後、教育に関す


















国の発展 ・国力の増進はとりもなおさず教育のあ り方が大きく左右 し影響 していることは今












筆者は、島根県における過去から現代に至 る学校 と地域の関わりについて探 り今後の教育の
望 ましいあ り方を考察 してい くことを目的としている。本稿ではこの観点から先の研究紀要に
引き続き 「大正時代」を取 り上げて述べていきたい。














の必要性であった。それは、明治末期に確立された学校教育 と社会秩序を再編 ・維持 しようと
するねらいがあったのである。
大正8年(1919)「中学校令」を改正、大正9年(1920)「高等女学校令」を改正、また大正
7年(1918)新しく定められた官 ・公 ・私立の多 くの大学がその特色を競うこととなり大学の







育の全国的な就学奨励 と努力の結果 としての就学水準の上昇が大きく左右 したことを忘れては
ならない。
2.島 根県下 にお ける大正新教育運動
明治期の教育は、その画一性 と注入主義的教育方法により次第に教育効果をな くしてきたと
いう危惧の下、臨時教育会議 も 「国家的要請」 として改善の答申をしている。つまり、次のよ





ア.教科 目が増加 していくことにより教師、児童の両方に負担となり教授は広 く浅 くしかでき










論文は各教科についても述べ られてお り教授上の欠点 とその改善策が提案されている。内田
は教育現場の立場から責任者 として意見を述べているが、当時の新教育思潮に関心を持った教
員の教授の実態から改善の方策を示唆 している好例 といえよう。










中央 と呼応するかの如 くその動きが関連 していると考えられる。そ して、明治30年代から40年
代にかけて遙か東京 ・大阪 ・名古屋等に出かけて研修 している事実がある。
このことは大正にかけても引き続がれ大正期早 々の2年7月24日には仁多郡が東京視察団を
派遣してお り、杜林三、青木実三郎、石原栄八郎らが出発 している。この頃は中央の教育論に
関心を持ち批判 し現地に視察 して直に吸収 しようとする時期であったといえよう。新教育が本
県で展開されてい くのは大正9年 頃からである。それまでどちらかと言えば出雲部での実践が
一部あったのに対して石見郡や隠岐でも実践が見られて くるようになる。新教育の担い手は青
年教師であ り教育雑誌を拠 り所 として実践に当たっていたようで特に、手塚岸衛が創刊 してい
る 「自由教育」の読者は全国的な広が りを見せていた。








































心 として 「教育会」が結成されその会の開催内容 も多岐に渡ってきていることが特徴的である。
島根県の大正新教育運動は中期から昭和にかけて展開されていくが、 このような状況の出発






この言から、中央の教育 を大いに学び吸収 し実践していくことを良 として教師を鼓舞 してい
ることが伺われる。
新教育は次第に出雲のみならず石見 ・隠岐の小学校でも試み られるようになって くるのであ
る。新教育の担い手は主 として青年教師であり、各地の高等師範附属小学校が発行する教育雑






こうして大正10年以降新教育は広が りを見せ、図工 ・体育 ・学校劇等のみならず国語 ・修身





これに対 して、島根県教育会編の 「島根教育」第355号(大正13年2月)の 目録 を見ると、
国民精神作興詔書謹解 という記述がある。詔書の渙発 を切ら掛けに新教育運動が抑圧されてい
くことになるのである。








校は2年 または3年 となったのである。 この基本構造は昭和16年に国民学校 となるまで変わら
なかった。学制以来同じ学校制度が30余年継続 ・維持 されたのは教育史上この時期だけであり、
小学校に関していえば安定 した時代であ り、また教育財政 ・教育内容の面でも充実 ・整備され
てきた時代 といえよう。
大正6年 に成立 した臨時教育会議 を始め同7年 には 「市町村義務教育費国庫負担法」が成立
し、教員の待遇面を取ってみても僅かながら向上を見せていた。
教育内容 について言えば、大正8年2月 の 「小学校令」同令施行規則の改正によって学校課
程の整備が図られていった。例えば尋常小学校では、明治40年に義務教育年限を4年 から6年




て実業科 目としてまとめ、図画、工作を必修科 目とした。女子は裁縫 ・家事が必修科目となっ







また、学校体育については大正2年 文部省の訓令で公布 された 「学校体操教授綱 目」によっ
て形づ くられた。わが国の国民の体位 ・体力の貧弱 さが指摘 され、学校体育の充実強化が急速
に推 し進められていくことになるのである。
このように第一次世界大戦 を契機に国民の学習面での教科目の再編 ・充実また、体力面での
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公私立 公 立 私立
区 分 尋 常 尋常'高等 高等 尋常
合計
大正元 259(本校)29(分椥 178(本校)52(分校) 10 1 529
2 24828 18654 8 1 525
3 24226 19156 8 1 524
4 23024 20158 6 一 519
5 22423 20458 5 一 514
6 22125 20561 5 一 517
7 21522 21061 5 一 513
8 20019 22563 4 一 511
9 18616 23868 3 一 511
10 17515 24769 1 一 507
11 1568 26179 1 　 505
12 1357 27481 一 一 497
13 1215 28480 一 一 490
14 115.5 29079 一 一 489













































会や講習会が開催 されたことは、先の表1か らも明 らかなことである。
















附属小学校では児童実験の安全保持 と簡易化に対応 し、同小学校訓導の寺本は 「児童理科実
験用具」を考案 し発表 している。この発表以来、実験用具は広 く使用 されてきて児童実験を重
視する理科学習が盛んになってい くのである。実験用具及び用具箱は図1の ようである。





































これらの施設は計画的に教室 ・中庭が設置され充実 していたと考えられる。筆者 も過去に本
校に勤務 したことがあ り、名残 りとして中庭が保存 されていた時期でもあり当時が陵かしい。
また、『布部小学校百年史』(7)によると、この通牒 を受け漸次理科教育の充実に努めている。














中央から遠 く離れた山陰の地で新教育を吸収 しようとする教師の関心の高さを伺 うことができ
る。そして、大正期のみならずその兆 しが明治時代後半にもあったことが 『島根県私立教育会
雑誌』か らも頷ける。中央から講師を招いたり上京 して現地を視察 したり中央の動 きと深 く関
連していたのである。










はまさに文化の殿堂であ り地域住民にとっては目新 しい備品の数々があり、新 しい 「文化」の
モデルとでもいうべきものがある場所でもあったに違いない。「教育品展覧会」や 「学校劇」等
によって新 しい文化の息吹きも伝えられ、ある意味では地域住民にとってより質の高い娯楽の













(2)島根県教育庁総務課編 『島根県近代教育史』第七巻資料 島根県教育委員会発行 昭和54年135
～187頁
(3)島根県教育庁総務課編 『島根県近代教育史』第七巻資料 島根県教育委員会発行 昭和54年89頁







(指導:田 中 圭治郎 教授)
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